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日　本　の　昔　な　が　ら　の　建　築　に　、　町　屋　と　い　う　も　の　が　あ　る　。
町　屋　は　間　口　が　と　て　も　狭　い　の　を　引　き　換　え　に　、

設　け　る　こ　と　で　通　り　に　対　し　て　魅　力　的　な　空　間　を　つ　く　り　だ　し　て　い　る。

も　し　、　「　集　合　住　宅　が　小　さ　な　ま　ち　で　あ　る　」　と　す　る　な　ら　ば　、
共　用　廊　下　は　小　さ　な　路　地　で　は　な　い　だ　ろ　う　か　。

設　け　る　こ　と　で　、　今　ま　で　の　マ　ン　シ　ョ　ン　の　閉　じ　た　関　係　と　は　違　っ　た
新　し　い　集　合　住　宅　の　関　係　が　生　ま　れ　る　の　で　は　な　い　だ　ろ　う　か　。
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夫婦二人と一匹で土間に囲まれながら住まう。
そこでは元気に犬が駆け回り、色とりどりの花壇が置かれ、
ピカピカに整備された自慢の自転車も置かれる。
最近二人目が生まれた友人をパーティーに招待して、
子どものいる未来を夢見たり。

4th Floor Plan S=1:60
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Type A : 夫婦二人と一匹 Type B : SOHO Type C : 服飾デザイナーの店舗兼仕事場 Type D : アトリエ兼住居
家の中に事務所を設ける。普段は裸足でくつろいでいても、
仕事の時は靴を履き、集中モードに切り替える。
自宅で会議を開き、お客さんにカウンターでお茶を出す。
居心地がよいせいか会議もついつい長引きがち。

マンションの一室でひっそりとブティックを経営する。
奥の方には仕事場があり、その熱心に針を縫う姿にほだされ、
お客さんのお財布のひももたちまち緩んでしまう。
南側の試着室では太陽の光で
服の色を確かめることができる。

家の玄関口のアトリエとギャラリーをもつ住居。

のが見え、それに費やされた時間さえもが垣間見える。
半分屋外のような土間の空間に風がすっと抜け、
アーティストの第六感を刺激する。
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扉を開けると
風が通り抜ける。

カーテンを閉めると
プライベートルームの

できあがり。

窓を開けると
土間と部屋の間に
縁側が出現する。

キッチンを中央に配置し、
屋台のような場所に。

間口を広くとることで、
エントランス空間をつくる。

とおりにわ

フローリング

伝統的な町屋の形式 一般的な片廊下型マンション とおりにわイメージ

ス　タ　ン　ダ　ー　ド　プ　ラ　ン　を　も　と　に　、
も　し　こ　ん　な　へ　や　が　光　ハ　イ　ツ　全　体　に

広　が　っ　た　ら　ど　ん　な　使　わ　れ　方　を　す　る　の　か　考　え　て　み　た　。

の　住　ま　い　が　人　々　の　生　活　に　よ　っ　て　彩　ら　れ　て　い　く　こ　と　で　、　こ　こ　に　し　か　な　い　魅　力　を　
こ　の　建　物　に　刻　み　、　や　が　て　そ　の　魅　力　が　ま　ち　へ　と　広　が　っ　て　い　く　。

#2 view (Type 3 ベランダから ) #3 view (Type 4 共用廊下から )

4th fl oor Development S=1:60

#1 view (Type 1 通り庭から )
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アートリノーコンペティション

ま ち づ く り 賞
5 t h  p r i s e  " M a t c h i d u k u r i  p r i s e "

a r t  r e n o  c ompe t i t i o n  1 s t  s e a s o n

“ 近年長野市では、アパート・マンション・テナントビル等の空き室増加が進み、更には解体される例が多く、空地化に歯

止めがかからない状態が続いています。個性のない画一的なマンションばかりが供給され、古くなると壊されまた新しい

箱が用意されるといったスクラップ＆ビルドから、そのまちに暮らす人・暮らしたい人の真のニーズに応え、新しい付加

価値を生み出すリノベーションがこれからのまちづくりに必要不可欠だと考えます。”(アートリノーホームページより要約)
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